
凡
例

１
こ
の
文
献
目
録
は
、
一
九
八
八
年
末
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
「
女
性
と
財
産
」
に
か
か

わ
る
文
献
の
内
、
民
俗
学
的
分
野
の
文
献
を
中
心
に
各
テ
ー
マ
別
に
配
列
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
狙
い
に
つ
い
て
は
冒
頭
に
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
付

し
、
そ
の
範
囲
内
で
関
連
諸
分
野
の
文
献
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
採
録
し
た
。

２
配
列
は
次
の
通
り
。

一
総
論
（
歴
史
学
（
女
性
史
）
、
社
会
学
・
女
性
学
、
文
化
人
類
学
）

二
家
族
と
私
財
（
私
財
一
般
、
事
例
報
告
）

三
相
続
継
承
と
持
参
財
（
女
性
の
財
産
相
続
、
持
参
財
、
女
紋
、
「
並
行
帰
属
」
）

四
主
婦
権
と
家
計
管
理
（
主
婦
の
権
限
、
食
糧
・
衣
類
な
ど
の
管
理
、
納
戸
と
倉
、

セ
ン
タ
ク
ガ
ェ
リ
、
離
婚
と
妻
へ
の
財
産
分
与
）

五
働
く
女
性
（
海
女
、
販
女
、
女
工
、
妻
の
経
済
力
）

３
本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
野
村
育
世
氏
・
倉
石
あ
つ
子
氏
及
び
、
御
茶
ノ
水

女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

一
総
論
（
歴
史
学
（
女
性
史
）
、
社
会
学
、
女
性
学
、
文
化
人
類
学
）

女
性
と
財
産
に
か
か
わ
る
総
論
で
、
日
本
史
（
女
性
史
）
・
女
性
学
・
文
化
人
類

学
な
ど
関
連
諸
分
野
の
文
献
の
う
ち
、
各
時
代
を
通
じ
た
通
史
、
蒋
定
の
時
代
の
女

特
集
／
女
性
と
財
産

「
女
性
と
財
産
」
文
献
目
録

ｌ
民
俗
学
分
野
を
中
心
に
Ｉ

中
込
睦
子

【
歴
史
学
（
女
性
史
）
】

１
明
石
一
紀
一
九
七
七
「
日
本
古
代
家
族
研
究
序
説
ｌ
社
会
人
類
学
ノ
ー
ト
」

『
歴
史
評
論
』
三
四
七

２
飯
沼
賢
司
一
九
八
四
「
『
職
』
と
イ
ェ
の
成
立
」
『
歴
史
学
研
究
』
五
三
四

３
１
一
九
八
二
、
八
三
「
中
世
イ
ェ
研
究
前
進
の
た
め
の
試
論
」
『
民
衆

史
研
究
』
二
三
、
二
四

４
石
井
良
助
一
九
七
二
『
法
制
史
論
集
』
（
中
世
婚
姻
法
）
創
文
社

５
石
村
ゑ
ち
子
一
九
六
一
「
地
頭
職
相
伝
上
に
於
け
る
女
性
の
地
位
」
『
国
学
院

雑
誌
』
七
六
’
七

６
江
守
五
夫
一
九
八
○
「
古
代
女
性
史
に
関
す
る
問
題
」
『
家
族
史
研
究
』
二
集

大
月
書
店

７
加
藤
桂
子
一
九
六
一
「
鎌
倉
時
代
の
婦
人
財
産
権
」
『
史
論
』
三

８
岸
本
光
子
一
九
八
六
「
鎌
倉
期
在
地
領
主
層
に
お
け
る
族
的
結
合
の
構
造
」

『
中
央
史
学
』
九

９
五
味
文
彦
一
九
八
二
「
女
性
所
領
と
家
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女

性
史
』
二
東
京
大
学
出
版
会

加
佐
藤
進
一
一
九
八
三
『
日
本
の
中
世
国
家
』
岩
波
書
店

ｕ
鈴
木
国
弘
一
九
八
○
『
在
地
領
主
制
』
雄
山
閣

’
一
九
八
一
「
中
世
の
親
族
と
『
イ
こ
」
『
歴
史
評
論
』
三
七
一

２１週
関
口
裕
子
一
九
七
六
「
日
本
古
代
の
婚
姻
形
態
に
つ
い
て
」
『
歴
史
評
論
』
三

一
一

４
１
一
九
七
八
「
日
本
古
代
家
族
の
規
定
的
血
縁
紐
帯
に
つ
い
て
」
『
古

１

代
史
論
叢
』
中

一
・
’
一
九
七
九
「
日
本
古
代
の
豪
貴
族
層
に
お
け
る
家
族
の
特
質
に
つ
い

１

て
（
上
）
」
『
原
始
古
代
社
会
研
究
』
五

性
と
財
産
に
つ
い
て
の
総
論
的
記
述
、
特
定
社
会
に
お
け
る
女
性
の
生
活
と
財
産
に

関
す
る
民
族
誌
的
記
述
、
「
財
と
し
て
の
女
性
」
に
関
す
る
論
文
な
ど
、
以
下
の
ど

の
項
目
に
も
入
ら
な
い
文
献
を
あ
げ
た
。
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【
女
性
学
（
主
婦
論
）
】

１
岩
男
寿
美
子
・
原
ひ
ろ
子
編
一
九
七
九
『
女
性
学
こ
と
は
じ
め
』
講
談
社
現

代
新
書

２
上
野
千
鶴
子
一
九
八
五
『
資
本
制
と
家
事
労
働
』
海
鳴
社

３
上
野
千
鶴
子
（
編
）
一
九
八
二
『
主
婦
論
争
を
読
む
』
Ｉ
、
Ⅱ
勁
草
書
房

４
神
奈
川
県
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
一
九
六
一
『
主
婦
の
く
ら
し
の
記
録
』

2827 26 2524 2322 1921 20 18 17 16

中
田
薫
一
九
二
六
『
法
制
史
論
集
』
一
（
親
族
法
と
相
続
法
）
岩
波
書
店

西
村
汎
子
一
九
八
二
「
古
代
末
期
に
お
け
る
女
性
の
相
続
権
」
女
性
史
総
合

研
究
会
（
編
）
『
日
本
女
性
史
』
一
東
京
大
学
出
版
会

義
江
明
子
一
九
八
二
「
古
代
の
氏
と
家
に
つ
い
て
」
『
歴
史
と
地
理
』
三
二
二

’
一
九
八
六
「
家
族
論
と
氏
研
究
ｌ
関
口
裕
子
氏
の
研
究
を
め
ぐ
っ

て
」
『
日
本
古
代
の
氏
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館

吉
田
孝
一
九
八
六
「
ウ
ヂ
と
イ
ヘ
」
『
新
編
日
本
史
研
究
入
門
』
東
京
大

学
出
版
会

’
一
九
八
三
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店

脇
田
晴
子
・
林
玲
子
・
永
原
和
子
一
九
八
七
『
日
本
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館

ｉ
一
九
八
二
「
日
本
古
代
の
家
族
形
態
と
女
性
の
地
位
」
『
家
族
史
研

究
』
二
大
月
書
店

’
一
九
八
二
「
日
本
古
代
の
家
族
形
態
の
特
質
に
つ
い
て
」
『
お
茶
の

水
女
子
大
学
女
性
文
化
資
料
館
報
』
三

’
一
九
八
三
「
家
父
長
制
家
族
の
未
成
立
と
日
本
古
代
社
会
の
特
質
に

つ
い
て
」
『
日
本
史
研
究
』
二
四
七

高
群
逸
枝
一
九
六
三
『
日
本
婚
姻
史
』
（
高
群
逸
枝
全
集
第
六
巻
理
論
社

一
九
七
七
）

’
一
九
五
三
『
招
婿
婚
の
研
究
』
（
高
群
逸
枝
全
集
第
二
、
三
巻

理
論
社
一
九
七
七
）

武
田
佐
知
子
一
九
七
八
「
子
女
の
帰
属
に
関
す
る
一
試
論
ｌ
大
宝
二
年
籍
を

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
－
０
『
〃
／
『
千
《
一
一
一
匡
賑
や
細
Ｊ
脂
、
咄
バ
ハ
盃
晒
郷

理
論
社
一
九
七
七
）

武
田
佐
知
子
一
九
七
八
「
子
女

中
心
と
し
て
」
『
史
観
』
九
八

【
文
化
人
類
学
（
女
性
と
財
産
・
女
子
財
・
女
性
と
交
換
】

１
ア
ド
ナ
ー
、
Ｅ
他
（
山
崎
カ
ヲ
ル
監
訳
）
一
九
八
七
『
男
が
文
化
で
女
は
自
然

か
？
』
晶
文
社

２
綾
部
恒
雄
一
九
八
二
『
女
の
文
化
人
類
学
ｌ
世
界
の
女
性
は
ど
う
生
き
て
い

る
か
』
弘
文
堂

３
上
田
富
士
子
一
九
七
五
「
ケ
ニ
ヤ
・
カ
ン
。
ハ
族
に
お
け
る
既
婚
女
性
の
社
会
的

地
位
と
役
割
」
『
民
族
学
研
究
』
四
○
’
三

４
牛
島
巌
一
九
八
六
『
ヤ
ッ
プ
島
の
社
会
と
交
換
』
弘
文
堂

５
小
野
明
子
一
九
七
五
「
未
開
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
」
大
林
太
良
編

『
母
権
制
の
謎
』
（
世
界
女
性
史
二
未
開
社
会
の
女
）
評
論
社

６
ギ
ア
ッ
、
ヒ
ル
ド
レ
ッ
ド
（
戸
ケ
谷
修
・
大
鐘
武
訳
）
一
九
八
○
『
ジ
ャ
ワ
の

家
族
』
み
す
ず
書
房

７
北
原
真
智
子
一
九
六
○
「
神
話
・
世
界
観
と
社
会
構
造
」
石
田
英
一
郎
・
泉

靖
一
・
宮
城
音
弥
編
『
講
座
現
代
文
化
人
類
学
』
三
巻
（
人
間
の
社
会
Ⅱ
）

中
山
書
店

８
成
田
弘
成
一
九
八
四
「
一
三
－
ギ
’
一
ア
高
地
に
お
け
る
交
換
と
女
性
」
牛
島

巌
・
松
沢
員
子
編
『
女
性
の
人
類
学
』
（
現
代
の
人
類
学
五
）
至
文
堂

121110 9 8 7 6 5

神
奈
川
県
教
員
委
員
会

国
際
女
性
学
会
編
一
九
八
○
『
現
代
日
本
の
主
婦
』
日
本
放
送
出
版
協
会

国
民
生
活
研
究
所
一
九
六
五
『
主
婦
の
生
活
構
造
都
市
と
農
村
の
レ
ポ
ー

ト
』
国
民
生
活
研
究
所

生
活
科
学
調
査
会
（
編
）
一
九
六
一
『
増
補
改
訂
主
婦
と
は
な
に
か
Ｉ
家
事

労
働
と
婦
人
の
意
識
ｌ
」
ド
メ
ス
出
版

武
田
京
子
一
九
八
一
『
主
婦
か
ら
の
自
立
』
汐
文
社

永
丘
智
郎
一
九
五
七
『
日
本
の
主
婦
』
三
一
書
房

中
山
安
一
九
五
七
『
主
婦
の
生
活
実
態
』
山
本
書
店

藤
井
治
枝
一
九
八
○
『
家
庭
と
女
性
』
現
代
婦
人
問
題
研
究
会

毎
日
新
聞
社
神
戸
支
局
（
編
）
一
九
七
七
『
都
市
と
主
婦
た
ち
』
毎
日
新
聞
社
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９
パ
ー
ル
、
フ
ァ
ン
（
田
中
真
砂
子
・
中
川
敏
訳
）
一
九
八
○
『
互
酬
性
と
女
性

の
位
置
』
弘
文
堂

加
馬
淵
東
一
一
九
六
八
「
オ
ナ
リ
神
を
め
ぐ
る
類
比
と
対
比
」
『
日
本
民
族
と
南

方
文
化
ｌ
金
関
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
平
凡
社
（
『
馬
淵
東
一
著
作

集
』
三
社
会
思
想
社
一
九
七
四
）

１
１
一
九
八
○
「
オ
ナ
リ
神
研
究
を
め
ぐ
る
回
顧
と
展
望
」
『
成
城
大
学

１

民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
四

辺
山
本
真
烏
一
九
八
四
「
ト
ロ
プ
リ
ァ
ン
ド
に
お
け
る
女
と
交
換
シ
ス
テ
ム
－

Ａ
、
ワ
イ
ナ
ー
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」
牛
島
巌
・
松
沢
員
子
編
『
女
性
の
人
類

学
』
（
現
代
の
人
類
学
五
）
至
文
堂

過
李
光
奎
（
服
部
民
夫
訳
）
一
九
七
八
『
韓
国
家
族
の
構
造
分
析
』
国
書
刊
行

今
云

皿
レ
ヴ
ィ
ー
ス
ト
ロ
ー
ス
、
ク
ロ
ー
ド
（
馬
淵
東
一
・
田
島
節
夫
監
訳
）
一
九
七
七
、

七
八
『
親
族
の
基
本
構
造
』
上
・
下
番
町
書
房

二
家
族
と
私
財
（
私
財
一
般
、
事
例
報
告
）

家
族
全
体
の
経
営
に
関
わ
る
家
産
（
Ｉ
家
の
「
公
」
）
に
対
し
て
、
個
女
の
家
族

員
が
自
ら
の
必
要
に
供
す
る
た
め
に
確
保
し
て
い
る
私
財
（
Ｉ
家
の
中
で
の
「
私
」
）

の
意
味
と
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
文
献
。
家
産
が
家
長
に
よ
っ
て
管
掌
さ
れ
家
の
存

立
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
家
産
か
ら
排
除
さ
れ
た
存
在
と
し
て
の
女

性
（
主
婦
・
嫁
・
娘
）
や
老
人
・
子
供
（
未
成
年
）
・
次
三
男
・
奉
公
人
な
ど
は
、

ど
の
様
な
形
で
財
を
確
保
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
「
家
制
度
」
の
な
か
で
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
が
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ

ま
で
論
じ
て
い
る
文
献
は
少
な
く
、
事
例
報
告
が
多
い
。

【
私
財
一
般
】

１
有
賀
喜
左
衛
門
一
九
三
三
、
一
九
三
四
「
名
子
の
賦
役
」
『
社
会
経
済
史
学
』

三
’
七
、
三
’
一
○
（
有
賀
喜
左
衛
門
著
作
集
Ⅷ
未
来
社
一
九
六
九
）

２
１
一
九
三
八
『
農
村
社
会
の
研
究
ｌ
名
子
の
賦
役
』
（
有
賀
喜
左
衛

20 '91817161514131211 10 9 8 421 7 6 5 3

門
著
作
集
Ｉ
、
Ⅱ
未
来
社
一
九
六
六
）

’
一
九
三
九
『
大
家
族
制
度
と
名
子
制
度
ｌ
南
部
二
戸
郡
石
神
村
に

お
け
る
」
『
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
彙
報
』
四
三
（
有
賀
喜
左
衛
門
著

作
集
Ⅲ
未
来
社
一
九
六
七
）

’
一
九
四
三
『
日
本
家
族
制
度
と
小
作
制
度
』
（
有
賀
喜
左
衛
門
著
作

集
Ｉ
Ⅱ
未
来
社
一
九
六
六
）

井
之
口
章
次
一
九
七
二
「
へ
そ
く
り
」
『
世
界
大
百
科
事
典
』
二
七
平
凡
社

江
馬
三
枝
子
一
九
四
三
『
白
川
村
の
大
家
族
』
（
『
飛
騨
白
川
村
』
未
来
社
一

九
七
五
）

’
一
九
三
七
「
木
谷
の
１
－
．
シ
ン
ガ
イ
そ
の
他
」
『
ひ
だ
び
と
』
五

’
二
（
『
飛
騨
白
川
村
』
未
来
社
一
九
七
五
）

倉
田
一
郎
一
九
五
一
『
経
済
と
民
間
伝
承
』
東
海
書
房

小
池
基
之
一
九
四
八
『
日
本
農
業
構
造
論
』
大
化
堂

瀬
川
清
子
一
九
四
六
「
主
婦
権
と
私
金
」
『
民
間
伝
承
』
二
ｌ
三

高
取
正
男
一
九
七
二
『
民
俗
の
こ
こ
ろ
』
朝
日
新
聞
社

竹
内
利
美
一
九
五
七
「
ほ
ま
ち
」
『
日
本
社
会
民
俗
辞
典
』
三
誠
文
堂
新
光
社

’
一
九
六
九
「
家
族
の
私
財
」
『
日
本
民
俗
文
化
財
事
典
』
第
一
法
規

竹
田
旦
一
九
五
一
「
へ
そ
く
り
」
『
民
俗
学
辞
典
』
東
京
堂

’
一
九
七
二
「
私
財
」
『
日
本
民
俗
事
典
』
弘
文
堂

千
葉
徳
爾
一
九
四
九
「
農
村
経
済
と
民
俗
学
」
『
民
間
伝
承
』
一
三
’
一

中
込
睦
子
一
九
八
六
「
私
財
論
ノ
ー
ト
」
『
ふ
い
る
ど
』
一

橋
詰
延
寿
一
九
三
六
「
女
の
ヘ
ソ
ク
リ
」
『
民
間
伝
承
』
二
ｌ
一

早
川
孝
太
郎
一
九
三
八
「
農
村
社
会
に
お
け
る
部
落
と
家
」
熊
谷
辰
次
郎
編

『
村
落
社
会
の
研
究
法
』
刀
江
書
院
（
早
川
孝
太
郎
全
集
五
、
一
九
七
七

未
来
社
）

柳
田
国
男
一
九
二
七
「
私
生
児
を
意
味
す
る
方
言
」
『
民
族
』
二
’
四
（
定

本
柳
田
国
男
集
一
五
、
一
九
六
九
）

’
一
九
二
七
「
農
村
家
族
制
度
と
慣
習
」
『
農
政
講
座
』
二
（
定
本

柳
田
国
男
集
一
五
、
一
九
六
九
）
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【
事
例
報
告
】

１
天
野
武
一
九
七
一
「
能
登
に
お
け
る
嫁
の
生
活
（
四
）
ｌ
伝
承
資
料
を
中

心
に
」
『
西
郊
民
俗
』
五
五

２
井
田
安
雄
一
九
六
六
「
ホ
マ
チ
田
の
こ
と
」
『
群
馬
文
化
』
八
七

３
１
一
九
六
七
「
群
馬
県
下
に
お
け
る
家
族
の
私
財
に
つ
い
て
」
『
日
本

民
俗
学
会
報
』
五
三

４
大
島
建
彦
一
九
六
一
「
佐
渡
の
民
俗
」
『
人
類
科
学
』
一
三

５
大
間
知
篤
三
一
九
三
六
「
隠
居
の
資
料
」
『
民
間
伝
承
』
一
’
一
二
（
大
間

知
篤
三
著
作
集
一
、
一
九
七
五
）

６
１
一
九
五
九
「
白
河
市
周
辺
の
家
慣
行
」
『
民
間
伝
承
』
二
三
’
六

（
大
間
知
篤
三
著
作
集
一
、
一
九
七
五
）

７
群
馬
県
一
九
八
四
『
群
馬
県
史
資
料
編
』
二
五
（
民
俗
三
）

８
小
林
存
一
九
四
四
「
マ
キ
の
こ
と
な
ど
」
『
民
間
伝
承
』
一
○
’
六

９
田
中
喜
多
美
一
九
三
○
「
機
織
る
里
の
春
の
情
景
と
女
の
立
場
」
『
民
俗
学
』

一
一

ｍ
能
田
多
代
子
一
九
五
三
「
北
の
養
蚕
と
女
た
ち
ｌ
青
森
県
五
戸
町
地
方
」

『
日
本
民
俗
学
』
一
’
二
（
能
田
多
代
子
著
作
集
津
軽
書
房
一
九
六
七
）

、
早
川
孝
太
郎
一
九
三
六
「
村
松
家
作
物
覚
帳
」
（
早
川
孝
太
郎
全
集
七
、
未
来

社
一
九
七
三
）

皿
宮
本
常
一
一
九
四
三
『
家
郷
の
訓
』
（
宮
本
常
一
著
作
集
六
未
来
社
一
九

26 2524 23 22

’
一
九
三
一
「
厄
介
及
び
居
候
」
『
社
会
経
済
史
学
』
一
’
二
後

『
家
閑
談
』
所
収
（
定
本
柳
田
国
男
集
一
五
、
一
九
六
九
）

ｉ
一
九
四
○
「
大
家
族
と
小
家
族
」
『
婦
人
公
論
』
二
五
’
五
後

『
家
閑
談
』
所
収
（
定
本
柳
田
国
男
集
一
五
、
一
九
六
九
）

Ｉ
一
九
四
三
『
族
制
語
奨
』
（
国
書
刊
行
会
一
九
七
五
）

’
一
九
一
六
「
郷
士
研
究
・
方
言
欄
」
『
郷
士
研
究
』
四
’
一
（
定
本

柳
田
国
男
集
三
○
、
一
九
七
○
）

山
口
常
助
一
九
四
二
「
中
世
の
ほ
ま
ち
田
」
『
ひ
だ
び
と
』
一
○
’
六

【
女
性
の
財
産
相
続
、
持
参
財
】

１
相
川
町
一
九
八
六
『
相
川
の
民
俗
』
Ｉ
（
佐
渡
相
川
の
歴
史
資
料
集
八
）

２
有
地
亨
一
九
八
一
「
現
今
の
相
統
の
機
能
の
変
化
と
そ
の
考
え
方
の
再
検

討
」
『
家
族
史
研
究
』
三
大
月
書
店

３
伊
波
普
猷
一
九
七
三
『
を
な
り
神
の
島
』
平
凡
社

４
大
口
勇
次
郎
一
九
八
○
「
近
世
農
村
に
お
け
る
女
性
相
続
人
ｌ
武
州
下
丸
子

村
の
事
例
」
『
御
茶
の
水
女
子
大
学
女
性
文
化
資
料
館
報
』
一

六
七
）

３

１
一
九
六
○
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
未
来
社
（
宮
本
常
一
著
作
集

１

一
○
未
来
社
一
九
七
己

４
１
一
九
六
一
『
庶
民
の
発
見
』
未
来
社

１巧
山
口
弥
一
郎
一
九
四
四
「
北
上
の
谷
の
家
」
『
民
間
伝
承
』
一
○
’
六

妬
渡
辺
行
一
一
九
四
四
「
族
制
語
彙
」
『
民
間
伝
承
』
一
○
’
六

三
相
続
継
承
と
持
参
財
（
女
性
の
財
産
相
続
、
持
参
財
、
女
紋
、
（
並
行

帰
属
」
）

女
性
が
相
続
継
承
す
る
財
産
・
地
位
の
内
容
と
そ
の
方
法
に
関
す
る
文
献
。
氏
族

や
家
族
の
財
産
に
対
す
る
女
性
の
財
産
権
が
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か
し
古

代
・
中
世
を
別
に
す
れ
ば
民
俗
学
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
日
本
社
会
で
は
た
と

え
均
分
相
続
と
い
っ
て
も
女
性
は
排
除
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
そ
こ
で
嫁
入
り
の
持

参
財
（
な
か
で
も
不
動
産
を
持
参
す
る
場
合
）
を
こ
の
中
に
含
め
た
。
持
参
財
に
関

し
て
は
、
明
玄
書
房
の
地
方
別
『
祝
事
』
シ
リ
ー
ズ
（
特
に
青
森
・
新
潟
・
福
井
・

長
野
・
静
岡
・
愛
知
・
群
馬
・
和
歌
山
・
滋
賀
・
大
阪
・
香
川
・
愛
媛
・
大
分
・
佐

賀
・
鹿
児
島
の
各
県
）
に
事
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
女

性
か
ら
女
性
へ
（
母
か
ら
娘
へ
）
継
承
さ
れ
る
も
の
の
例
と
し
て
、
「
女
紋
」
と
複

檀
家
制
（
い
わ
ゆ
る
「
半
檀
家
」
）
に
お
け
る
「
並
行
帰
属
」
（
娘
は
母
に
息
子
は
父

に
）
を
あ
げ
た
。
た
だ
し
「
姉
家
督
」
に
つ
い
て
は
、
女
性
自
身
に
財
産
権
が
与
え

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
省
い
た
。
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’
一
九
八
二
「
近
世
後
期
に
お
け
る
農
村
家
族
の
形
態
ｌ
女
性
相
続
人

を
中
心
に
ｌ
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
』
三
東
京
大
学
出
版

今
云

大
竹
秀
男
一
九
七
七
『
「
家
」
と
女
性
の
歴
史
』
弘
文
堂

大
間
知
篤
三
一
九
三
七
「
日
本
結
婚
風
俗
史
」
『
家
族
制
度
全
集
史
論
篇
』
Ｉ

河
出
書
房
（
大
間
知
篤
三
著
作
集
二
、
一
九
七
五
）

’
一
九
四
九
「
海
村
の
婚
姻
」
柳
田
国
男
編
『
海
村
生
活
の
研
究
』
日

本
民
俗
学
会
（
大
間
知
篤
三
著
作
集
三
、
一
九
七
六
）

’
一
九
五
○
「
足
入
れ
婚
と
そ
の
周
辺
」
『
民
族
学
研
究
』
一
（
大

間
知
鱒
三
著
作
集
二
、
一
九
七
五
）

’
一
九
五
一
『
常
陸
高
岡
村
民
俗
誌
』
刀
江
書
院
（
大
間
知
篤
三
著
作

集
三
、
一
九
七
六
）

’
一
九
六
○
「
伊
豆
大
島
の
婚
姻
と
女
性
」
『
民
間
伝
承
』
二
四
’
一

大
間
知
篤
三
著
作
集
二
、
一
九
七
五
）

岡
田
章
雄
一
九
三
二
「
中
世
武
家
社
会
に
於
け
る
女
性
の
経
済
的
地
位
」
上
・

下
『
歴
史
地
理
』
六
○
’
三
、
四

片
倉
比
佐
子
一
九
八
六
「
江
戸
町
方
に
お
け
る
相
続
」
近
世
女
性
史
研
究
会

編
『
論
集
近
世
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館

蒲
生
正
男
一
九
七
八
『
日
本
人
の
生
活
構
造
序
説
』
ペ
リ
か
ん
社

蒲
生
・
坪
井
・
村
武
一
九
七
五
『
伊
豆
諸
島
１
世
代
・
祭
祀
・
村
落
』
未

来
社

五
味
文
彦
一
九
八
四
「
女
院
と
女
房
・
侍
」
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
山
川
出
版

竹
田
旦
一
九
七
○
『
「
家
」
を
め
ぐ
る
民
俗
研
究
』
弘
文
堂

田
中
丸
勝
彦
一
九
八
七
三
ノ
の
象
徴
性
ｌ
壱
岐
の
ミ
ノ
フ
ロ
シ
キ
」
『
日

本
民
俗
学
』
一
七
一

農
林
省
農
村
経
済
局
統
計
調
査
部
一
九
五
四
『
農
村
の
婚
礼
と
葬
儀
』
農
民

教
育
協
会

野
口
武
徳
一
九
六
二
「
池
間
島
に
お
け
る
婚
姻
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』

二
四

212224 2325262730292831【
女
紋
】

１
岩
井
宏
実
「
女
紋
」
『
Ｐ
Ｒ
大
阪
』

２
近
藤
雅
樹
一
九
八
四
「
女
紋
の
こ
と
」
『
あ
る
く
。
ゑ
る
・
き
く
」
二
一
四

日
本
観
光
文
化
研
究
所

３
１
一
九
八
六
「
女
紋
ｌ
母
が
娘
に
伝
え
る
紋
章
ｌ
」
『
近
畿
民
俗
』
一

3332

早
川
孝
太
郎
一
九
二
五
『
羽
後
飛
島
図
誌
』
（
日
本
民
俗
誌
体
系
・
北
陸

一
九
七
四
）

服
藤
早
苗
一
九
八
○
「
平
安
時
代
の
相
続
に
つ
い
て
ｌ
と
く
に
女
子
相
続
権

を
中
心
と
し
て
」
『
家
族
史
研
究
』
二
大
月
書
店

’
一
九
八
一
「
平
安
時
代
の
女
性
財
産
権
ｌ
特
に
相
続
財
産
を
中
心

と
し
て
」
『
御
茶
の
水
女
子
大
学
女
性
文
化
資
料
館
報
』
二

牧
田
り
ゑ
子
一
九
八
六
「
近
世
京
都
に
お
け
る
女
性
の
家
産
所
有
」
近
世
女

性
史
研
究
会
編
『
論
集
近
世
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館

馬
淵
東
一
一
九
六
四
「
姉
妹
の
霊
的
優
越
」
『
琉
球
の
文
化
と
社
会
』
（
馬
淵

東
一
著
作
集
三
）
社
会
思
想
社
一
九
七
四

宮
本
義
己
一
九
七
五
「
武
家
女
性
の
資
産
相
続
ｌ
毛
利
氏
領
国
の
場
合
」

『
国
学
院
雑
誌
』
七
六
’
七

森
瀬
貞
一
九
七
二
「
壱
岐
の
ヨ
メ
イ
リ
フ
ロ
シ
キ
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗

学
』
七
九

柳
田
国
男
一
九
二
九
「
聟
入
考
」
（
定
本
柳
田
国
男
集
一
五
、
一
九
六
九
）

Ｉ
一
九
二
五
『
妹
の
力
』
（
定
本
柳
田
国
男
集
九
、
一
九
六
九
）

’
一
九
五
一
『
北
小
浦
民
俗
誌
』
（
日
本
民
俗
誌
体
系
・
北
陸
一
九

七
四
）

柳
田
国
男
・
大
間
知
篤
三
一
九
三
七
『
婚
姻
習
俗
語
彙
』
（
国
書
刊
行
会
一

九
七
五
）

義
江
彰
夫
一
九
六
七
「
摂
関
家
領
の
相
続
研
究
序
説
」
『
史
学
雑
誌
』
七
六
１
国

脇
田
修
一
九
八
二
「
幕
藩
体
制
と
女
性
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本

女
性
史
』
三
東
京
大
学
出
版
会
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10 9 8 7 6 5 4【
男
女
並
行
帰
属
】

１
桜
田
勝
徳
一
九

２
杉
本
尚
雄
一
九

学
』
一
’
四
一
九

11３
野
口
武
徳
一
九
六
六
「
複
檀
家
と
夫
婦
別
・
親
子
別
墓
制
ｌ
日
本
の
親
族
研

究
へ
の
一
視
角
」
『
成
城
文
芸
』
四
四

４
福
田
ア
ジ
オ
一
九
七
六
「
近
世
寺
檀
制
度
の
成
立
と
複
檀
家
」
『
社
会
伝
承
研

究
』
Ｖ

５
１
一
九
八
六
「
民
俗
と
し
て
の
親
子
ｌ
男
子
は
父
親
に
、
女
子
は
母

親
に
」
端
信
行
編
『
日
本
人
の
人
生
設
計
』
ド
メ
ス
出
版

６
１
一
九
八
八
「
寺
檀
関
係
と
祖
先
祭
祀
」
石
川
利
夫
他
編
『
生
者
と

死
者
ｌ
祖
先
祭
祀
』
三
省
堂

７
村
武
精
一
一
九
七
○
「
日
琉
祖
先
祭
祀
か
ら
み
た
系
譜
関
係
の
塑
形
性
」
論
文

集
刊
行
委
員
会
編
『
民
族
学
か
ら
象
た
日
本
』
河
出
書
房
新
社
（
『
家
族
の
社

会
人
類
学
』
弘
文
堂
一
九
七
三
）

８
最
上
孝
敬
一
九
五
三
「
男
女
別
墓
制
な
ら
び
に
半
檀
家
の
こ
と
」
『
日
本
民

俗
学
』
一
’
二

○
七

’
一
九
八
六
「
母
系
の
紋
章
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
六
三

竹
田
聴
洲
一
九
五
三
「
嫁
の
荷
物
」
『
民
間
伝
承
』
一
七
’
六
、
七

沼
田
頼
輔
一
九
二
六
『
日
本
紋
章
学
』
明
治
書
院
（
新
人
物
往
来
社
一
九
六
八
）

枚
岡
市
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
六
五
『
枚
岡
市
史
』
第
二
巻
（
別
編
）

平
山
敏
治
郎
一
九
八
一
「
女
の
紋
」
『
民
俗
学
の
窓
』
学
生
社

松
阪
市
一
九
八
一
『
松
阪
市
史
』
第
一
○
巻
（
史
料
編
・
民
俗
）

宮
本
又
次
一
九
五
九
『
大
阪
町
人
論
』
（
宮
本
又
次
著
作
集
八
講
談
社
一

九
七
七
）

向
山
雅
重
一
九
八
四
「
紋
返
し
」
『
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
・
へ
』
一
飯
伊
民
俗

の
今
云

五
四

一
九
五
四

「
半
梱
家
に
関
連
し
て
」
『
民
間
伝
承
』
一
八
’
一

「
男
女
別
墓
制
及
び
半
檀
家
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗

９
１
一
九
六
七
「
半
檀
家
制
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
五
○

四
主
婦
権
と
家
計
管
理
（
主
婦
の
権
限
、
食
料
・
衣
類
等
の
管
理
、
納
戸

と
倉
、
セ
ン
タ
ク
ガ
エ
リ
）

女
性
が
家
庭
内
で
管
理
・
掌
握
す
る
家
計
や
財
産
の
内
容
に
関
す
る
文
献
。
民
俗

学
で
は
こ
の
分
野
は
「
主
婦
権
」
と
い
う
名
称
で
一
括
さ
れ
、
主
婦
と
い
う
地
位
の

も
つ
経
済
的
側
面
と
宗
教
的
側
面
と
が
結
び
付
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
家
計

の
経
済
的
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ
た
文
献
は
皆
無
な
の
で
、
主
婦
の
権
限
と
さ

れ
る
食
料
・
衣
類
の
分
配
・
管
理
、
主
婦
の
管
理
す
る
「
場
」
と
し
て
の
納
戸
・
倉
、

主
婦
権
譲
渡
以
前
の
嫁
の
里
帰
り
と
衣
類
調
製
（
い
わ
ゆ
る
セ
ン
タ
ク
ガ
ェ
リ
）
な

ど
も
ふ
く
め
て
か
な
り
広
く
と
っ
て
い
る
。
最
後
の
セ
ン
タ
ク
ガ
ェ
リ
は
二
の
私
財

と
も
重
な
る
内
容
で
あ
る
が
、
あ
え
て
こ
ち
ら
に
含
め
た
。
な
お
近
年
の
「
主
婦
論

争
」
の
文
献
に
も
主
婦
の
家
事
労
働
の
性
質
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
が
あ
り
、
離
婚
と

妻
へ
の
財
産
分
与
の
問
題
も
こ
こ
に
含
め
る
．
へ
き
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
民
俗
学
の
文

献
は
皆
無
）
。

【
主
婦
の
権
限
】

１
五
十
嵐
誠
毅
一
九
七
三
「
『
柳
田
学
』
と
『
女
性
』
の
位
置
’
八
家
Ｉ
常
民
Ｖ

概
念
の
創
出
過
程
を
も
逹
っ
て
」
『
群
馬
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
二
二

（
『
柳
田
国
男
研
究
資
料
集
成
』
一
五
）

２
上
野
和
男
一
九
八
二
「
女
性
・
主
婦
・
家
族
ｌ
『
家
閑
談
』
『
婚
姻
の
話
』

そ
の
他
」
『
国
文
学
』
二
七
’
一

３
江
馬
三
枝
子
一
九
四
二
『
飛
騨
の
女
達
』
三
国
書
房
（
『
飛
馳
白
川
村
』
未

来
社
一
九
七
五
）

４
１
一
九
五
二
「
山
村
の
女
の
労
働
と
位
置
」
『
地
方
史
研
究
』
五

５
１
一
九
五
三
「
山
村
の
女
の
働
き
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
’
一

６
江
守
五
夫
一
九
八
六
「
家
と
家
族
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
一
二
小
学
館

７
大
藤
ゆ
き
一
九
八
五
「
民
俗
に
お
け
る
母
親
像
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
一

○
小
学
館
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’
一
九
八
六
「
家
と
男
性
」
『
女
性
と
経
験
』
二

加
藤
勝
子
一
九
五
七
「
農
村
に
於
け
る
婦
人
の
労
働
」
『
女
性
と
経
験
』
五
、

一
ハ

鎌
田
久
子
一
九
五
二
「
娘
か
ら
嫁
へ
ｌ
新
島
の
嫁
の
働
き
に
つ
い
て
」
『
民

間
伝
承
』
一
六
’
三

Ｉ
一
九
八
○
『
女
の
庶
民
史
』
青
蛾
書
房

上
子
武
次
一
九
七
九
『
家
族
役
割
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

唐
川
明
紀
一
九
五
九
「
『
ホ
グ
セ
』
と
主
婦
権
」
『
高
志
路
』
一
八
三

紀
志
津
子
一
九
五
四
「
『
親
方
の
財
布
』
と
『
か
か
の
財
布
』
」
『
日
本
民
俗

学
』
一
’
四

菊
池
勇
一
九
四
四
「
小
山
田
の
家
」
『
民
間
伝
承
』
一
○
’
六

熊
谷
元
一
一
九
五
四
『
村
の
婦
人
生
活
』
新
評
論
社

倉
石
あ
つ
子
一
九
八
六
「
主
婦
権
を
考
え
る
」
『
女
性
と
経
験
』
二

‐
一
九
八
八
「
資
料
柳
田
国
男
の
主
婦
観
Ｉ
主
婦
権
再
考
の
た
め

に
」
『
長
野
県
民
俗
の
会
会
報
』
二

’
一
九
八
九
「
柳
田
国
男
の
主
婦
論
」
『
信
濃
』
四
一
ｌ
六

郷
田
洋
文
一
九
五
四
「
杓
子
渡
し
前
後
」
『
民
間
伝
承
』
一
八
’
一

’
一
九
五
六
「
嫁
入
り
」
『
女
性
と
経
験
』
一
’
四

小
山
隆
一
九
五
八
「
戸
主
権
と
主
婦
権
」
『
郷
士
研
究
講
座
』
三
角
川
書

店

小
山
隆
（
編
）
一
九
六
二
『
現
代
日
本
の
女
性
ｌ
そ
の
社
会
的
地
位
』

国
土
社

Ｉ
（
編
）
一
九
六
七
『
現
代
家
族
の
役
割
構
造
ｌ
夫
婦
・
親
子
の
期

待
と
現
実
』
培
風
館

今
和
次
郎
一
九
七
一
「
生
活
学
」
『
今
和
次
郎
集
』
五
ド
メ
ス
出
版

’
一
九
七
一
「
家
政
学
」
『
今
和
次
郎
集
』
六
ド
メ
ス
出
版

今
野
峰
子
一
九
七
二
「
結
婚
と
嫁
の
生
活
ｌ
宮
城
県
伊
具
地
方
」
（
東
北
民

俗
資
料
集
二
）

佐
久
間
明
美
・
橋
本
や
す
子
一
九
七
一
「
婚
姻
と
嫁
ｌ
宮
城
県
宮
城
、
名
取

黒
川
、
遠
田
地
方
」
（
東
北
民
俗
資
料
集
ご

羽
佐
々
木
喜
善
一
九
二
六
「
へ
ら
渡
し
の
式
」
『
民
俗
』
一
’
六

釦
瀬
川
清
子
一
九
四
六
「
家
政
を
見
な
ほ
す
日
」
女
性
民
俗
学
研
究
会
編
『
女

の
本
Ｉ
若
き
友
に
お
く
る
民
俗
学
』
朝
日
新
聞
社

’
一
九
四
八
『
き
も
の
』
六
人
社

１３

１
一
九
五
一
「
婦
人
の
地
位
（
婚
姻
）
」
『
人
文
』
一
’
一

２３

１
一
九
五
六
『
日
本
人
の
衣
食
住
』
（
日
本
の
民
俗
二
）
河
出
書
房

３３４
１
一
九
五
七
「
主
婦
権
」
『
婚
姻
覚
書
』
講
談
社

３

１
一
九
六
二
『
女
の
は
た
ら
き
ｌ
衣
生
活
の
歴
史
』
未
来
社

５３６
１
一
九
六
一
『
し
き
た
り
の
な
か
の
女
』
三
彩
社

３７
１
一
九
六
六
『
食
生
活
の
歴
史
』
講
談
社

３８
１
一
九
七
○
『
村
の
女
た
ち
』
未
来
社

３９
１
一
九
七
九
「
日
本
の
主
婦
の
百
年
」
岩
男
寿
美
子
・
原
ひ
ろ
子
編

３

『
女
性
学
こ
と
は
じ
め
』
講
談
社

伽
高
取
正
男
一
九
八
二
「
女
の
民
俗
誌
」
『
高
取
正
男
著
作
集
』
Ｖ
（
女
の
歳
時

記
）
法
蔵
館

虹
鷹
野
一
弥
一
九
七
五
「
し
ゃ
も
じ
渡
し
と
庶
民
の
食
生
活
」
『
民
間
伝
承
』
三

九
’
三

蛇
戸
川
安
章
一
九
六
六
「
山
形
県
庄
内
地
方
に
お
け
る
女
性
の
地
位
」
『
日
本
民

俗
学
』
四
三

蝿
土
橋
里
木
一
九
五
四
「
山
村
女
性
の
は
た
ら
き
Ｈ
口
」
『
民
間
伝
承
』
一
八
’

一
、
二
、
四

“
長
島
淳
子
一
九
八
六
「
幕
末
農
村
女
性
の
行
動
の
自
由
と
家
事
労
働
ｌ
武
州

橘
樹
郡
生
麦
村
『
関
口
日
記
』
を
素
材
と
し
て
」
近
世
女
性
史
研
究
会
編

『
論
集
近
世
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館

妬
中
条
園
子
一
九
七
四
「
結
婚
と
嫁
」
（
東
北
民
俗
資
料
集
三
）

妬
中
村
吉
治
一
九
八
二
「
積
残
し
の
宿
題
ｌ
家
と
主
婦
」
『
家
族
史
研
究
』
三

大
月
書
店

々
中
山
徳
太
郎
一
九
四
一
「
杓
子
渡
し
ｌ
能
田
女
史
の
後
に
つ
い
て
」
『
旅
と
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伝
説
』
一
四
’
七

南
島
研
究
編
集
部
一
九
六
五
「
主
婦
権
ｌ
久
米
島
」
『
南
島
研
究
』
三

野
ロ
武
徳
一
九
七
四
「
嫁
姑
関
係
」
『
講
座
家
族
』
二
弘
文
堂

能
田
多
代
子
一
九
四
○
、
四
一
「
嫁
入
り
か
ら
箆
渡
し
ま
で
Ｈ
目
白
」
『
旅
と

伝
説
』
一
三
’
六
、
七
一
四
’
三

’
一
九
四
三
『
村
の
女
性
』
三
国
書
房

野
村
俊
夫
一
九
四
○
．
家
の
鳩
」
『
ひ
だ
び
と
』
八
’
三

箱
山
貴
太
郎
一
九
五
五
「
主
婦
権
の
移
譲
を
め
ぐ
っ
て
」
『
信
濃
』
七
’
二

端
信
行
一
九
八
四
「
夫
と
妻
の
サ
イ
フ
」
『
暮
し
の
文
化
人
類
学
』
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所

服
藤
早
苗
一
九
八
五
「
摂
関
家
に
お
け
る
受
領
の
家
と
家
族
形
態
ｌ
三
河
守

源
経
相
の
場
合
」
『
日
本
歴
史
』
四
四
七

富
士
谷
あ
つ
子
（
編
）
一
九
八
六
『
女
た
ち
の
自
分
史
ｌ
生
き
て
い
ま
女
が

語
る
』
読
売
新
聞
社

丸
岡
秀
子
（
監
修
）
一
九
八
六
『
変
貌
す
る
農
村
と
婦
人
』
家
の
光
協
会

目
黒
依
子
一
九
八
四
『
主
婦
ブ
ル
ー
ス
』
筑
摩
書
店

’
一
九
八
七
『
個
人
化
す
る
家
族
』
勁
草
書
房

向
山
雅
重
一
九
六
八
『
信
濃
民
俗
記
』
慶
友
社

’
一
九
五
七
「
親
腹
七
日
ｌ
信
州
伊
那
地
方
の
事
例
」
『
女
性
と
経

験
』
一
’
五
、
六

も
る
さ
わ
よ
う
こ
（
編
）
一
九
七
八
『
女
の
一
生
』
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
女
の
百

年
一
）
平
凡
社

柳
田
国
男
一
九
三
九
『
木
綿
以
前
の
事
』
創
元
社
（
定
本
柳
田
国
男
集
一
四

一
九
六
九
）

’
一
九
四
一
「
女
性
生
活
史
」
Ｈ
１
伽
『
婦
人
公
論
』
二
六
’
一
’

九
（
定
本
柳
田
国
男
集
三
○
一
九
七
○
）

Ｉ
一
九
四
六
『
毎
日
の
言
葉
』
創
元
社
（
定
本
柳
田
国
男
集
一
九

一
九
六
九
）

’
一
九
四
六
『
家
閑
談
』
鎌
倉
書
房
（
定
本
柳
田
国
男
集
一
五
一

【
納
戸
と
倉
】

１
石
塚
尊
俊
一
九
四
三
「
納
戸
の
神
」
『
民
間
伝
承
』
九
’
五

２
１
一
九
五
四
「
納
戸
神
を
め
ぐ
る
問
題
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
’
二

３
大
藤
ゆ
き
一
九
八
○
「
女
の
子
と
ナ
ン
ド
」
『
女
性
と
経
験
』
五

４
桜
井
徳
太
郎
一
九
五
七
「
ヨ
ー
ミ
・
ミ
ス
ギ
・
ケ
シ
ネ
ー
越
後
妻
有
郷
に
お

け
る
婚
姻
と
主
婦
権
」
『
女
性
と
経
験
』
二
’
二

５
白
木
小
三
郎
一
九
六
六
「
納
戸
考
」
『
建
築
も
の
の
は
じ
め
考
』

６
坪
井
洋
文
一
九
七
六
「
家
の
祭
祀
的
構
造
（
上
）
」
『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』

三
七

７
野
村
敬
子
一
九
八
五
「
納
戸
の
祝
福
伝
承
ｌ
昔
話
『
大
歳
の
火
』
を
め
ぐ
っ

て
」
『
芸
能
』
二
七
’
八

８
１
一
九
八
六
「
か
ぶ
ら
の
花
と
黄
金
と
ｌ
主
婦
の
招
福
認
」
『
女
性

と
経
験
』
二

９
宮
田
登
一
九
八
一
「
家
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
『
文
化
の
現
在
』
三
岩
波
書

69687473 72 71 70 67

九
六
九
）

Ｉ
一
九
四
八
『
婚
姻
の
話
』
岩
波
書
店
（
定
本
柳
田
国
男
集
一
五

一
九
六
九
）

’
一
九
五
七
「
家
刀
自
の
話
」
『
女
性
と
経
験
』
五
、
六
合
併
号

柳
田
国
男
・
大
間
知
篤
三
一
九
三
七
『
婚
姻
習
俗
語
葉
』
民
間
伝
承
の
会

（
国
書
刊
行
会
）

柳
田
国
男
・
山
川
菊
栄
一
九
四
○
「
対
談
主
婦
の
歴
史
」
『
新
女
苑
』
四
’

一
一

義
江
明
子
一
九
八
九
「
『
刀
自
』
考
１
首
・
刀
自
か
ら
家
長
・
家
室
へ
」

『
史
叢
』
四
二

和
歌
森
太
郎
一
九
七
四
「
家
長
権
・
主
婦
権
の
習
俗
」
『
講
座
家
族
』
二
弘

文
堂

’
一
九
六
四
『
女
の
一
生
』
（
日
本
の
民
俗
六
）
河
出
書
房
新
社

渡
辺
織
子
一
九
七
一
「
主
婦
権
の
譲
渡
」
『
日
本
民
俗
学
』
七
六
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【
セ
ン
タ
ク
ガ
エ
リ
】

１
井
之
口
章
次
一
九
六
二
「
氷
見
の
聞
書
か
ら
」
『
西
郊
民
俗
』
二
一
、
二
二

２
大
島
建
彦
一
九
六
二
「
節
礼
と
セ
ン
ダ
ク
」
『
西
郊
民
俗
』
二
一
、
二
二

３
大
間
知
篤
三
一
九
五
三
「
対
馬
の
テ
ポ
カ
ラ
ヒ
嫁
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
’

一
（
大
間
知
篤
三
著
作
集
二
一
九
七
五
）

４
１
一
九
五
三
「
オ
モ
テ
と
ヨ
マ
ー
対
馬
の
家
の
複
世
帯
制
」
『
金
田

一
博
士
古
稀
記
念
民
俗
・
言
語
論
叢
』
（
大
間
知
篤
三
著
作
集
一
一
九

七
五
）

５
１
一
九
五
四
「
対
馬
の
隠
居
制
」
（
大
間
知
篤
三
著
作
集
一
一
九

七
五
）

６
小
林
一
男
一
九
五
六
「
嫁
取
り
と
ア
イ
ャ
ケ
ー
若
狭
新
庄
日
録
」
『
日
本
民

俗
学
』
三
’
四

７
桜
井
徳
太
郎
一
九
七
三
「
婚
姻
後
の
習
俗
」
『
講
座
家
族
』
三
弘
文
堂

８
佐
藤
光
民
一
九
五
六
「
羽
越
国
境
地
方
の
婚
姻
制
ｌ
シ
ユ
ウ
ト
ノ
ッ
ト
メ
を

中
心
と
し
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
三
’
四

９
清
水
昭
俊
一
九
八
七
「
日
本
の
家
の
内
と
外
」
『
家
・
身
体
・
社
会
』
弘
文
堂

加
瀬
川
清
子
一
九
五
七
『
婚
姻
覚
書
』
講
談
社

、
土
田
英
雄
一
九
六
五
「
嫁
の
定
期
的
里
帰
り
慣
行
に
関
す
る
一
考
察
」
『
大
阪

皿
坪
井
洋
文
一
九
六
四
「
南
佐
渡
小
木
町
琴
浦
の
社
会
と
習
俗
」
九
学
会
連
合

編
『
佐
渡
ｌ
自
然
・
文
化
・
社
会
』
平
凡
社

３

１
一
九
八
三
「
日
本
海
沿
岸
諸
村
に
お
け
る
婚
姻
儀
礼
の
類
型
性
」

１

『
家
族
史
研
究
』
七
大
月
書
店

狸
中
込
睦
子
一
九
八
七
「
若
狭
地
方
に
お
け
る
嫁
の
『
里
帰
り
』
と
家
族
の
構

造
」
『
史
潮
』
新
二
一

10

店
（
『
女
の
霊
力
と
家
の
神
』
人
文
書
院

村
武
精
一
一
九
八
五
「
家
の
中
の
女
性
原
理
」

小
学
館

学
芸
大
学
紀
要
』
Ａ
ｌ
一
三

一
九
八
三
）

『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
一
○

【
海
女
・
販
女
・
女
工
】

１
秋
山
健
二
郎
・
森
秀
人
・
山
下
竹
史
（
編
）
一
九
六
○
『
行
商
人
と
露
天
商
』

（
現
代
日
本
の
底
辺
二
）
三
一
書
房

２
岩
田
準
一
一
九
四
○
『
志
摩
の
蜑
女
』
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
《
－
－
ゼ
ア
ム
（
鳥

羽
志
摩
文
化
研
究
会
一
九
七
己

３
岩
田
英
彬
一
九
八
四
『
大
原
女
』
（
近
畿
民
俗
叢
書
六
）
現
代
創
造
社

【
離
婚
と
妻
へ
の
財
産
分
与
】

１
天
野
武
一
九
七
四
「
離
婚
の
習
俗
」
『
講
座
家
族
』
三
弘
文
堂

五
働
く
女
性
（
女
の
稼
ぎ
、
妻
の
経
済
力
）

女
性
が
家
庭
の
外
で
独
立
に
営
む
経
済
生
活
に
つ
い
て
論
じ
た
文
献
。
現
代
社
会

で
は
こ
の
部
分
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は

現
代
の
「
共
稼
ぎ
」
や
そ
の
は
し
り
で
あ
る
明
治
・
大
正
期
の
「
職
業
婦
人
」
、
「
女

工
」
な
ど
も
含
め
る
・
へ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
民
俗
学
で
は

農
漁
村
で
の
海
女
稼
ぎ
・
行
商
（
販
女
）
な
ど
、
近
代
以
前
か
ら
存
統
し
て
い
る
生

業
形
態
が
主
た
る
研
究
対
象
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
中
心
に
ひ
ろ
っ
て

ゑ
た
。
ま
た
夫
婦
別
産
制
の
事
例
と
し
て
著
名
な
糸
満
漁
民
の
文
献
も
、
妻
の
経
済

力
の
項
目
で
あ
げ
て
お
い
た
。
巫
女
・
遊
女
・
・
コ
ゼ
な
ど
に
つ
い
て
は
今
回
は
省
い

た
。

1619 1817 15

長
谷
川
昭
彦
一
九
六
五
「
嫁
の
長
期
里
帰
り
慣
行
の
社
会
的
意
義
ｌ
小
浜
市

国
富
地
区
を
主
と
し
て
」
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
『
人
文
』
一
七

’
一
九
七
三
「
嫁
の
里
帰
り
慣
行
」
姫
岡
勤
・
土
田
英
雄
・
長
谷
川
昭

彦
編
『
む
ら
の
家
族
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

平
山
敏
次
郎
一
九
五
○
「
ヒ
ヲ
ト
ル
嫁
」
『
加
能
民
俗
』
四

村
武
精
一
・
大
胡
欽
一
一
九
六
四
「
小
佐
渡
大
川
に
お
け
る
家
族
・
シ
ン
ル
イ

・
婚
姻
」
九
学
会
連
合
（
編
）
『
佐
渡
Ｉ
自
然
・
文
化
・
社
会
』
平
凡
社

最
上
孝
敬
一
九
六
二
「
嫁
の
里
帰
り
の
諸
問
題
」
『
西
郊
民
俗
』
一
二
、
二
二
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上
村
角
兵
衛
一
九
七
四
「
志
摩
の
海
女
」
『
郷
土
志
摩
』
四
七

江
馬
三
枝
子
一
九
三
八
「
オ
ナ
・
コ
の
給
料
」
『
ひ
だ
び
と
』
六
’
七

大
島
栄
子
一
九
八
二
「
両
大
戦
間
の
女
子
労
働
ｌ
紡
績
・
製
糸
女
工
を
中
心

に
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
』
五
東
京
大
学
出
版
会

岡
田
一
郎
一
九
七
二
『
阿
波
の
い
た
だ
き
さ
ん
』
徳
島
県
海
部
郡
由
岐
町
教

育
委
員
会

加
藤
百
合
子
一
九
五
○
「
女
の
は
た
ら
き
」
『
民
間
伝
承
』
一
四
ｌ
一
二

金
沢
治
一
九
七
四
『
徳
島
』
（
日
本
の
民
俗
三
六
）
第
一
法
規

金
子
忠
一
九
六
一
「
粟
島
の
婦
人
労
働
ｌ
島
の
人
左
の
幸
福
の
た
め
に
」

『
民
間
伝
承
』
二
五
ｌ
一

神
埼
宜
武
一
九
七
七
「
旅
あ
き
な
い
」
『
あ
る
く
。
ゑ
る
・
き
く
』
一
二
一

’
一
九
八
五
『
峠
を
こ
え
た
魚
』
福
音
館
書
店

北
見
俊
夫
一
九
七
○
『
市
と
行
商
の
民
俗
』
岩
崎
美
術
社

斎
藤
長
五
郎
一
九
六
九
『
か
か
あ
天
下
と
上
州
女
ｌ
上
州
嬢
天
下
考
』
高

崎
市
婦
人
団
体
連
合
会

阪
井
敏
郎
一
九
五
八
「
志
摩
半
島
に
お
け
る
海
女
の
地
位
に
つ
い
て
」
『
社
会

福
祉
評
論
』
一
五

阪
野
優
一
九
七
五
「
房
総
半
島
の
海
女
漁
村
ｌ
御
宿
町
岩
和
田
の
場
合
」

『
三
重
社
会
』
二
○

桜
田
勝
徳
一
九
三
四
『
漁
村
民
俗
誌
』
一
般
社

’
一
九
四
九
「
背
後
農
村
と
の
交
渉
」
柳
田
国
男
編
『
海
村
生
活

の
研
究
』
日
本
民
俗
学
会

柴
田
伊
右
衛
門
一
九
五
九
「
塩
売
り
と
女
魚
売
」
『
民
間
伝
承
』
二
三
’
四

島
本
彦
次
郎
一
九
六
五
「
生
活
の
組
織
と
海
女
の
生
活
」
『
愛
知
大
学
総
合

郷
土
研
究
所
紀
要
』
特
集
号

女
性
民
俗
学
研
究
会
（
編
）
一
九
八
六
『
軌
跡
と
変
容
ｌ
瀬
川
清
子
の
足
あ

と
を
追
う
』
女
性
民
俗
学
研
究
会

菅
野
則
子
一
九
八
二
「
農
村
女
性
の
労
働
と
生
活
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編

『
日
本
女
性
史
』
三
東
京
大
学
出
版
会

25 2423272628293130343332363537383940

瀬
川
清
子
一
九
四
○
「
漁
村
に
関
す
る
覚
書
」
『
年
報
社
会
学
』
七

’
一
九
四
一
「
イ
タ
ダ
キ
の
村
（
そ
の
こ
（
そ
の
二
）
」
『
旅
と
伝

説
』
一
四
’
一
、
二

Ｉ
一
九
四
二
「
石
見
の
行
商
（
上
）
（
下
）
」
『
ひ
だ
び
と
』
一
○
’
五
、

｛
ハ

ー
一
九
四
二
「
魚
売
り
聞
護
き
」
『
ひ
だ
び
と
』
一
○
’
二

’
一
九
四
二
『
海
女
記
』
三
国
書
房
（
『
十
六
島
紀
行
海
女
記
断

片
』
一
九
七
六
未
来
社
）

’
一
九
四
三
『
販
女
Ｉ
女
性
と
商
業
』
三
国
書
房
（
一
九
七
一

未
来
社
）

Ｉ
一
九
四
六
「
漁
村
生
活
と
婦
人
」
中
央
水
産
業
会
（
新
漁
村
叢
書

一
一
）

’
一
九
四
七
「
漁
村
生
活
と
婦
人
」
『
民
間
伝
承
』
二
’
六
、
七

Ｉ
一
九
四
九
「
海
村
婦
人
の
労
働
」
柳
田
国
男
編
『
海
村
生
活
の
研

究
』
日
本
民
俗
学
会
（
国
書
刊
行
会
）

’
一
九
五
○
「
婦
人
の
労
働
」
『
民
間
伝
承
』
一
四
’
二

’
一
九
五
五
『
海
女
』
古
今
評
院
（
一
九
七
○
未
来
社
）

高
取
正
男
（
編
）
一
九
八
二
『
京
女
ｌ
そ
の
な
り
わ
い
の
歴
史
』
中
央
公

論
社

武
田
明
一
九
七
八
『
四
国
お
ん
な
聞
書
』
未
来
社

田
中
の
よ
一
九
八
三
『
海
女
た
ち
の
四
季
ｌ
白
間
津
・
房
総
半
島
海
浜
の
む

ら
か
ら
』
新
宿
書
房

Ｉ
一
九
八
五
『
磯
笛
の
む
ら
か
ら
ｌ
房
総
海
女
の
く
ら
し
の
民
俗

誌
』
現
代
書
館

田
中
政
行
一
九
八
一
「
能
登
・
石
崎
の
婦
人
行
商
人
（
カ
ズ
キ
）
に
つ
い
て
」

『
加
能
民
俗
研
究
』
九

長
岡
博
男
一
九
三
八
「
い
た
だ
き
聞
書
ｌ
北
陸
地
方
の
頭
上
運
搬
に
つ
い
て
」

『
ひ
だ
び
と
』
六
’
三

長
島
淳
子
一
九
八
二
「
近
世
女
性
の
農
業
労
働
に
お
け
る
位
置
」
『
歴
史
評
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論
』
三
八
三

長
野
ひ
ろ
子
一
九
八
六
「
近
世
後
期
女
子
労
働
の
変
遷
と
特
質
ｌ
常
州
下
江

戸
村
那
珂
家
女
子
奉
公
人
の
分
析
を
中
心
に
」
近
世
女
性
史
研
究
会
編
『
論

集
近
世
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館

永
原
和
子
一
九
八
二
「
良
妻
賢
母
主
義
教
育
に
お
け
る
『
家
』
と
職
業
」
女

性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
」
四
東
京
大
学
出
版
会

中
村
ひ
ろ
子
一
九
八
○
「
販
女
」
『
講
座
日
本
の
民
俗
』
五
有
精
堂

名
取
壌
之
助
一
九
三
八
『
桂
女
資
料
』
大
岡
山
書
店

額
田
年
一
九
六
一
『
海
女
ｌ
そ
の
生
活
と
か
ら
だ
』
鏡
浦
書
房

野
間
吉
夫
一
九
三
八
「
谷
山
ヨ
メ
ジ
ョ
（
魚
売
り
女
）
聞
書
」
『
旅
と
伝
説
』

二
’
八

’
一
九
五
三
「
筑
前
鐡
崎
の
海
女
聞
書
」
『
民
間
伝
承
』
一
七
’
八

林
玲
子
一
九
八
六
「
京
都
町
家
女
性
の
存
在
形
態
」
近
世
女
性
史
研
究
会

編
『
論
集
近
世
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館

服
藤
早
苗
一
九
八
二
「
古
代
の
女
性
労
働
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本

女
性
史
』
一
東
京
大
学
出
版
会

北
国
新
聞
社
（
編
）
一
九
七
三
「
加
能
の
販
女
ｌ
も
め
ん
か
ら
ち
り
め
ん
へ

行
商
女
の
文
明
開
化
」
『
加
能
女
人
系
』
下
北
国
新
聞
社

松
平
富
美
一
九
六
二
「
海
女
の
生
活
に
つ
い
て
ｌ
伊
豆
白
浜
の
場
合
」
『
家

政
学
研
究
』
九
’
二

マ
ラ
イ
ー
’
一
、
Ｆ
（
牧
野
文
子
訳
）
一
九
六
四
『
海
女
の
島
ｌ
舳
倉
島
』

未
来
社

三
雲
稲
子
一
九
七
五
’
七
六
「
曲
の
海
女
－
２
三
」
『
西
日
本
文
化
』
二

溝
上
泰
子
一
九
六
七
『
底
辺
十
六
年
』
（
山
陰
文
化
シ
リ
ー
ズ
二
四
）
松
江

・
今
井
書
店

森
崎
和
江
一
九
八
一
『
海
路
残
照
』
朝
日
新
聞
社

も
る
さ
わ
よ
う
こ
（
編
）
一
九
七
八
『
女
の
は
た
ら
き
』
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
女

六
、
二
九
、
一
二
一

の
百
年
三
）
平
凡
社

【
妻
の
経
済
力
】

１
奥
野
彦
六
郎
一
九
七
七
『
沖
縄
の
人
事
法
制
史
』
至
言
社

２
河
上
肇
一
九
二
「
琉
球
糸
満
の
個
人
主
義
的
家
族
」
『
京
都
帝
国
大
学
法

学
会
雑
誌
』
六
’
九

３
河
村
只
雄
一
九
三
九
『
南
方
文
化
の
探
求
』

４
坂
岡
庸
子
一
九
八
七
「
糸
満
漁
民
婦
人
の
家
族
生
活
」
中
楯
興
編
著
『
日
本

に
お
け
る
海
洋
民
の
総
合
研
究
上
ｌ
糸
満
系
漁
民
を
中
心
と
し
て
』

九
州
大
学
出
版
会

５
野
口
武
徳
一
九
六
七
「
沖
縄
糸
満
女
性
の
ワ
タ
ク
サ
ー
」
『
東
京
立
字
社

会
人
類
学
研
究
会
報
』
四

６
１
一
九
六
九
「
沖
縄
糸
満
婦
人
の
経
済
生
活
ｌ
と
く
に
ワ
タ
ク
サ
ー

（
私
財
）
に
つ
い
て
」
『
成
城
文
芸
』
五
六
（
『
漂
海
民
の
人
類
学
』
一
九

八
七
弘
文
堂
）
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村
上
は
つ
一
九
八
二
「
産
業
革
命
期
の
女
子
労
働
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編

『
日
本
女
性
史
』
四
東
京
大
学
出
版
会

柳
田
国
男
一
九
三
一
「
行
商
と
農
村
」
『
農
業
経
済
研
究
』
七
’
二
（
定
本

柳
田
国
男
集
一
六
一
九
六
九
）

脇
田
晴
子
一
九
八
二
「
中
世
に
お
け
る
性
別
役
割
分
業
と
女
性
観
」
女
性
史

総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
』
二
東
京
大
学
出
版
会

’
一
九
八
五
「
中
世
女
性
の
役
割
分
担
Ｉ
勾
当
内
侍
・
販
女
・
勧
進

比
丘
尼
」
『
歴
史
学
研
究
』
五
四
二
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